
ヒ
カ
ーー
ヒ
キ

包
利
家
御
女
中
』
と
あ
る
も
之
に
同
じ
く
、
慶
長
十

一
日
ヰ
七
月
白
山
奉
加
帳
に
ひ
が
し
の
丸
御
う
へ
さ
ま

。

と
あ
る
も
亦
同
絞
で
あ
る
。
後
に
利
家
の
側
室
m邸
前

院
を
m
m
，
丸
絞
と

い
4
た
が
、
そ
れ
と
混
じ
て
は
な

ら
ぬ
。

で
あ
ら
う
。

ヒ
ガ
シ
パ
パ
J
hF
a
カ
ヒ

東
馬
場
の
鞍

天

正

十
二
年
明
日
山
峨
容
の
直
後
、
結
中
山
山
の
佐
々
成

政
は
、
制
保
安
強
守
氏
州出
・土
肥
出世
作
政
殴
・狩
野
将

殿
等
を
、
印
刷
阿
部
涜
山
に
出
版
せ
し
め
た
。
栄
作

・

将
肢
は
誕
に
井
町

・
小
竹
に
匙
み
、
先
鈴
を
徳
世
古
河

原
に
出
し
、
氏
張
も
自
ら
二
宮
に
帥
し
、
火
t
R
諸
所

に
政
た
し
め
た
。
是
に
於
い
て
徳
丸
城
の
良
也
悩
は
、

鈴
木
凶
怖
を
東
馬
場
の
鐙

mが
似
に
京
っ
て
防
戦
せ

し
め
た
錦
、
氏
艇
は
逆
に
退
却
を
始
め
た
。
時
に
辿

船
は
畑
山
丸
を
渡
し
た
が
、
恰
も
小
林
M
T
左
衛
門
・長

驚
岐
・=
一
宅
都
丞
・
阿
倖
奥
市
右
衛
門
・
鈴
木
説
内
等

が
、
途
を
分
か
っ
て
訓
保
軍
を
埠
附
附
す
る
に
合
し
、

共
に
進
ん
で
徳
普
河
原
に
至
旬
、
敵
前
鍛
級
を
狼
、

艇
を
七
賂
の
諸
将
に
告
げ
た
。
是
を
以
て
七
胤
の
前

凹
安
肪
・前
川
良
繍
・
日
出
定
吉
・巾
川
光
景
等
も
亦

荒
山
の
将
袋
訓
州中入札
T-
攻
め
た
が
、
川明監
〈
し
て
奴

〈
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
械
は
諸
自
に
杷
総
せ
ら
れ

ぬ
が
、
長
家
家
訓
に
Mm
へ
る
か
ら
原
氏
ら
し
い
ゃ
う

で
あ
り
、
若
し
そ
の
事
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
末
森
役

直
前
九
月
初
聞
で
あ
ら
う
。
向
一
考
宇
一
製
す
る
。

ヒ
ガ
シ
パ
ラ
ワ
キ
パ
ラ

東
原
脇
原

河
出
制
五

ケ
庄
に

闘
す
る
部
首
問
。
正
保
・点
写
の
ね
辻
艇
に
南

原
村
と
あ
る
の
は
、
村
名
の
回
目
き
脅
避
け
た
の
で
あ

る
。
一史
に
略
し
て
原
村
と
い
ふ
こ
と

4
あ
る
。

ヒ
ガ
シ
7
h
F
タ
チ
東
二
口

能
史
榔
白
山
下
の

一
一口
を
、
明
治
に
来
っ
て
架
二
ロ
と
山出
棺
し
た
。

ヒ
ガ
シ
ホ
ン
ガ
ン
ジ
ツ
ル
ギ
ベ
ツ
イ
ン

東
本
願

寺
簡
来
別
院

i
ホ
Y
ガ
Y
ジ
ベ
ツ
イ
ン
本
願
寺

別
院
(
三
uo

ヒ
ガ
シ
ホ
ン
ガ
ン
ジ
ベ
ツ
イ
ン
東
本
願
寺
別
院

』
ホ
Y

ガ
ン
ジ
ベ
ツ
イ
Y

本
願
寺
別
院
C
一U
。

ヒ
ガ
シ

Z
カ
イ
束
三
階
臨
舟
榔
三
階
良
川
保

ヒ
ガ
シ
ノ
ポ
ウ
東
之
坊

悶
禁
制
柑
雨
時
同
聞
な
る

黒
髪
山
に
在
っ

て
、
提
言
宗
に
回
一
し
、
山
王
枇
の
別

館
で
あ
っ
た
が
、
今
は
作
せ
ぬ
。

能
器官
名
跡
志
に
、

『前
川
寺
と
て
提
言
宗
あ
り
。
時
附
雨
家
の
汚
提
腕

な
り
。
政
之
坊
と
て
問
宗
の

小
路
あ
り
。
』
と
把
す

る
。ヒ
ガ
シ
ノ
マ
ル

東
J

丸

金
郡
城
本
丸
の
策
的

き
の
地
で
、
話
池
摘
の
-n
同
に
詰
る
所
を
い
ふ
。
但
し

表
聞
は
本
丸
の
一
部
な
る
が
紋
に
、
間
以
隠
五
年
幕
府

の
巡
見
上
使
へ
の
答
叫
に
、
東
丸
の
納
・允
郎
・門
等

は
智
之
を
本
丸
の
侠
に
杷
総
し
て
あ
る
。

ヒ
ガ
シ
ノ
マ
ル
サ
マ

東
ノ
丸
様

前
旧
利
家
の

側
室
で
後
に
総
司
院
と
い
は
れ
た
も
の
を
い
ふ
。

金

稼
城
東
丸
の
館
に
原
た
か
ら
で
あ
る
。
利
家
の
正
室

芳
春
院
も
斑
御
方
と
も
束
の
丸
御
う
へ
桜
と
も
い
は

れ
た
が
、
そ
れ
は
お
稿
院
が
斑
丸
綴
と
い
は
れ
た
よ

り
も
附
の
こ
と
で
あ
り
、
側
室
を
御
う
へ
さ
ま
と
い

ふ
こ
と
も
な
い。

ヒ
ガ
シ
パ
バ

東
馬
場

血
品
榔
浅
井
庄
に
臨
す

る
部
帯
。
大
永
六
年
十
且
一
宮
祉
務
籾
米
銭
納
帳
に

東
馬
場
の
名
が
見
え
る
。
郷
村
名
義
抄
に
、
東
馬
場

は
商
山
内
拐
の
出
村
で
あ
る
と
す
る
。

ヒ
ガ
シ
パ
バ
ジ
ヨ
ウ

東
馬
場
銭

鹿
島
郡
東
山
畑

掛
に
在
っ
て
、
天
疋
七
年
山
班
段
物
が
府
り
、
入
年

に
は
旧民
辿
削
が
段
物
等
を
逐
う
て
之
を
即
時
ひ
、
十
二

年
に
は
辿
砲
の
格
鈴
木
凶
幡
之
に
銭
っ
て
耐
保
氏
張

の
軍
た
防
い
だ
。
長
家
家
紋
に
窪
田
館
が
東
馬
場
に

在
る
と
す
る
か
ら
、
東
馬
場
銭
即
ち
窪
凹
館
の
こ
と

に
は
三
階
と
縛
す
る
部
第
が
二
つ
あ
っ
た
の
で
、
明

治
に
主
り
そ
の
一
つ
を
束
三
階
と
改
め
た
。

ヒ
ガ
シ
ヤ
ス
エ
モ
ン

来
安
右
衛
門
石
川
郡
平

加
村
の
人
。
文
化
丸
年
生
。

石
黒
健
闘
系
の
釘
祭
そ

好
み
、
開
ハ
川
に
長
じ
た
が
、
勉
取
の
総
務
永
元
年
失

明
し
、
後
仰
門
に
隠
し
た
。
明
治
十
年
三
月
享
年
六

十
六
で
波
。

ヒ
ガ
シ
ャ
チ

東
谷
内
初
咋
山
上
棚
の
内
の
小

字
で
あ
る
が
、
も
と
は
上
倒
の
木
村
で
あ
っ
た
と
い

ふ。
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ

ヒ
ガ
シ
ヤ
マ

部
稿
。

E Z 
以
争
中
相
川中
の
内
の
小
手
。

臥
主
制
阿
陪
郷
に
回
す
る

ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
ナ
カ

東
山
中

味
洲
消
木
郎
郷
の

山
巾
は
、明
治
中
に
)
弔
問
。
改
め
て
取
山
巾
と
僻
し
た
。

ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
マ
ン
テ

葉
山
部
旬

二
加
。
支
考

一
帯
。
上
容
は
也
知
川
十
=
一
回
忌
の
椅
州
の
制
踏
を
集
め

た
も
の
で
、
金
保

・
小
松
・
大
山
相
寺
辿
の
的
合
も
あ

る。

下
容
は
資
永
三
年
三
月
格
東
双
林
寺
で
追
悼
曾

そ
密
ん
だ
際
の
告
文
及
び
附
A
H
等
で
あ
る
が
、
諾
凶

鰐
待
の
内
に

『
北
枝
問
政
有
断
』
と
あ
っ
て
、
こ
の

年
二
月
北
紋
の
縦
災
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ヒ
ガ
シ
ユ
ウ
ラ
ホ

来
湯
浦
保
↓
ユ
ウ
ラ
ホ

nnu
m
前
川
旬
本
。

1
i
t
 

ヒ
ガ
シ
ヨ
ネ
ミ
ツ

東
米
光

石
川
市
長
屋
庄
に

臨
す
る
邸
前
問
。

ヒ
ガ
シ
ヲ
ム
ロ
東
小
室

れ
叫
叫
羽
咋
郡
白
衆

院
に
印
刷
す
る
小
室
は
、
明
治
に
一
企
h
d取
小
室
と
政
務

し
た
。ヒ
カ
ヘ
メ
ン
知
克

務
政
の
川
、
例

へ
ば
京
つ

の
村
弘
な
る
問
地
を
、
寺
枇
等
に
四
つ
犯
と
し
て
山
前

進
す
る
如
き
を
如
犯
と
い
う
た
。
こ
の
場
合
に
、
残

除
の
犯
一
つ
は
滞
の
牧
納
と
す
る
。

六
九
六

火
釜

能
美
郡
山
上
郷
に
屈
す
る
部
wmo

ヒ
カ
リ
ウ
ラ
光
潟

臥
京
都
大
屋
庄
に
邸
ナ
る

部
町
問
。
今
昔
物
的
に
、『今
は
昔
能
号
川
聞
の
拠
に
鬼
の

仰
服
屋
向
と
い
」
ね
あ
り
。
県
加
に
住
む
続
人
共
は
、

そ
の
山
地
の
日
町
民
に
渡
て
ぞ
飽
を
取
っ
て
、
闘
の
司
に

は
紳
じ
け
る
o
H
(
凶
に
光
烏
と
い
ふ
浦
有
り
一
苫

。々

其
の
光
の
浦
よ
り
鬼
の
綬
屋
は
、

一
日
一
夜
走
て
人

行
な
る
。
』
と
あ
る
吃
鳥
文
は
光
の
捕
は
忌
で
あ
ら

う
。
能
串
有
名
跡
芯
に
は
、『光、
山
と
い
ふ
は
、
昔
時
凶

の
掛
合
山
の胴附置円
、此
の
般
に
夜
h
N

光
を
政
ち
、抑
交

の
網
に
錫
り
給
ふ
に
依
て
い
へ
り
。
叉
此
村
は
石
動

山
の
担
税
米
を
出
さ
ず
。
』
と
あ
り
、
金
砂
子
に
は
、

『
此
捕
滋
に
得
も
い
へ
ぬ
妥
し
き
小
石
あ
り
。
』
と
見

え
る
。

こ
L
に
小
石
と
い
ふ
の
は
、
阪
底
の
傑
岩
が

彼
恨
の
お
槌
刷
出
間
続
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
出

色
石
と
苫
う
て
ゐ
る
。
此
の
地
は
輸
品
の
納
部

-m

柿
に
封
し
、
大
尖
0
・小
尖
り
等
の
草
川岩
が
多
い
。

ヒ
カ
リ
ジ
ン
ジ
ヤ
光
紳
枇

臥
一
京
消
光
捕
に
銀

座
す
る
。
初
日
名
を
火

J
2と
い
ひ
、
刺
迦
突
mH命
を

祭
耐
と
す
る。

ヒ
ガ
ン
ヱ

彼
崇
愈

滞
政
の
時
、
一
一且
巾
春
分

を
中
心
と
し
て
前
後
七
日
聞
を
い
ひ
、

各
宗
寺
院
が

協
同
省
し
〈
は
以
濁
に
法
附
試
を
似
し
た
。
今
も
行
は

れ
る
。ヒ
ガ
ン
シ
ヨ
彼
岸
所

白
山
本
宮
に
古

へ
彼
岸

防
が
あ
っ
た
。
白
山
起
に
、
『
凡
公
家
主
諮
，
屋
々
箆

殴
・拝
殿
・彼
岸
所
』
と
あ
h
、三
宮
古
記
に
は
文
保
元

年
十
且
十
一
日
彼
倖
所
与
十
字
焼
失
し
、
白
山
宮
前

山附
綿
巾
杷
杭
聞
に
も
延
郎
元
年
八
』
十
七
日
の
火
災

に
彼
岸
田
山
の
脱
却
円
ぞ
大
都
蛍
に
移
し
た
と
あ
る
。
彼

岸
所
は
白
山
富
の
祉
慣
が
彼
倖
曾
を
行
う
た
所
で
あ

る
。 ヒ

カ
マ

銭
十
文
を
一

疋
と
い
ふ
。

ヒ
キ

疋

そ
の
百


